
聴覚障害者向け映像制作担当者研修会は、千葉で開催!
◎日 時 2026年11月５日(木)午後１時～６日(金)正午

◎会 場 千葉聴覚障害者センター ３階 多目的ホール

全国聴覚障害者情報提供施設協議会の研修の一つである聴覚障害者向け映像制作担当者
研修会について、次の通り研修内容が決まりました。１日目は、千葉センターの植野所長、
総務企画課 近藤職員による「映像制作について(仮称)」 の講義と岐阜県・宮城県２施設
による事例発表です。２日目は、①企画、②撮影・編集、③初心者、④経験者(５年以上)
と４グループに分かれての討議を行います。富山センターから菊池職員が参加します。

全聴情提協の研修の一つである意思疎通支援事業担当者研修会は７月30、31日に福岡で

開催予定でしたが、７月28日に熊本地震が発生し、

・被災地では被害状況の把握や安否の確認中であること、

・余震が続いており、今後一週間程度は続く見込みであること、

このため研修会は中止となり、協議会で検討した結果、代替研修は実施しないことにな

りました。
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県に手話施策推進法に基づく施策等要望を行いました

９月16日（水）午後２時から、県庁隣接の防災危機管理センター 会議室で要望懇談を
行いました。最初の30分間は、県教育委員会教育みらい室特別支援教育課、午後３時から
1時間は県障害福祉課。まず当会理事長からそれぞれの課長に要望書を手渡ししてから話
し合いました。、
県からの回答等詳細については、11月号にて掲載します。

主な要望事項は次の通り。
1.県聴覚障害者センター運営に係る職員増を含む補助金の確保
2.障害者総合支援法における意思疎通支援事業の充実
3.富山県手話言語条例、また国の手話施策推進法に基づく施策の充実
4.聴覚障害者に十分配慮した災害対策
5.難聴児等の支援
6.聴覚障害のある高齢者の福祉の充実
7.公共施設のバリアフリー
8.聴覚障害者の就労環境の改善に関する施策
9.富山県福祉バスの更新
10.聴覚障害教育の充実

★センター運営募金・募集

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

よろしくお願いします。

センター利用の実績 ８月21日～９月17日

●来所者合計約 ４３９名
聴障者約１７６名、健聴者約２６３名

●コミュニケーション支援 ９７件
●ライブラリー貸出 ２件６本
●相談対応 ３件 ●部屋貸出２７件

●協会とセンターのホームページも見て

下さい。www.tomichokyo.or.jpyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ
ンター利用の「手引き」を配布してい
ます。

http://www.tomichokyo.or.jp

